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は
じ
め
に

戦
後
日
本
が
復
興
を
遂
げ
る
一
つ
の
起
点
と
な
っ
た
「
ヤ
ミ
市
」

（
闇
市
）
と
呼
ば
れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
そ
の
混
沌
か
ら
生
ま
れ
た
多
義

的
な
生
活
文
化
を
肯
定
的
に
検
証
し
、
戦
後
七
十
年
と
池
袋
の
地
域

史
を
考
え
る
「
池
袋
＝
自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
二
〇
一

五
年
に
発
足
し
た
。
豊
島
区
、
東
京
芸
術
劇
場
（
公
益
財
団
法
人
東

京
都
歴
史
文
化
財
団
）、
立
教
大
学
の
三
者
が
主
催
者
と
し
て
実
行

委
員
会
を
組
織
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
体
を
貫
く
総
合
タ

イ
ト
ル
を
「
戦
後
池
袋

―
ヤ
ミ
市
か
ら
自
由
文
化
都
市
へ
」
と
称

し
、
大
き
く
四
つ
の
柱
か
ら
な
る
。

第
一
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
池
袋
の
検
証

―
ヤ
ミ
市
か
ら

自
由
文
化
都
市
へ
」（
九
月
十
二
日
、
立
教
大
学
）
の
開
催
で
あ
る
。

川
本
三
郎
氏
、
マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー
氏
、
吉
見
俊
哉
氏
を
講
師
に

招
き
、
池
袋
と
ヤ
ミ
市
に
つ
い
て
多
角
的
な
議
論
を
深
め
た
。

第
二
に
、
戦
後
池
袋
と
ヤ
ミ
市
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
示
で
あ
る
。

東
京
芸
術
劇
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２
で
の
展
示
（
九
月
十
四
～
二
十

二
日
）
を
中
心
に
、
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
、
立
教
学
院
展
示
館
、

自
由
学
園
明
日
館
、
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
、
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
資
料
館

で
関
連
展
示
を
開
催
し
、
池
袋
西
口
の
各
館
を
め
ぐ
る
回
遊
型
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
め
ざ
し
た
。

第
三
に
、
池
袋
西
口
公
園
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
（
九
月
十
八
～

二
十
日
）
で
あ
る
。
戦
後
の
雰
囲
気
や
復
興
に
向
か
う
大
衆
の
活
力

を
表
現
し
、
外
縁
か
ら
池
袋
の
戦
後
史
を
考
え
る
た
め
の
〈
場
〉
と

池
袋
の
戦
後
史
を
め
ぐ
る
〈
場
〉
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出後

藤

隆

基

―「
池
袋
＝
自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
み
る
大
学
の
地
域
連
携
の
道
筋
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に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
試
み
た
。

第
四
に
、
新
文
芸
坐
と
池
袋
演
芸
場
と
の
連
携
事
業
で
あ
る
。
映

画
、
落
語
を
通
し
て
戦
後
日
本
の
諸
相
を
読
み
解
こ
う
と
い
う
企
画

で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
戦
後
七
十
年
の
節
目
に
く
わ
え
て
、
池
袋
に
長
く
住
ん

で
い
た
江
戸
川
乱
歩
の
没
後
五
十
年
を
期
す
も
の
で
あ
り
、
二
〇
一

五
年
と
い
う
現
在
に
つ
な
が
る
過
去
（
歴
史
）
を
直
視
し
、
池
袋
の

未
来
を
見
据
え
る
た
め
の
契
機
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。

本
稿
で
は
「
池
袋
＝
自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
お
け
る
第
三
の
柱

―
池
袋
西
口
公
園
で
の
イ

ベ
ン
ト
（
以
下
、
本
イ
ベ
ン
ト
）
の
実
践
を
視
座
と
し
て
、
立
教
大

学
の
地
域
連
携
の
道
筋
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
　
池
袋
西
口
公
園
と
い
う
〈
場
〉

ま
ず
は
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
と
な
っ
た
池
袋
西
口
公
園
と
い
う

〈
場
〉
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

か
つ
て
池
袋
駅
西
口
に
は
、
豊
島
師
範
学
校
（
一
九
〇
九
年
。
一

九
一
一
年
に
附
属
小
学
校
も
設
置
）
や
成
蹊
実
務
学
校
（
一
九
一
二

年
）
が
つ
く
ら
れ
、
築
地
か
ら
移
転
し
て
き
た
立
教
大
学
（
一
九
一

八
年
）
や
自
由
学
園
（
一
九
二
一
年
）
な
ど
と
と
も
に
文
教
都
市
の

空
気
を
醸
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年
四
月
十
三
日
の
城

北
大
空
襲
に
よ
っ
て
豊
島
区
一
帯
が
焦
土
と
化
し
、
戦
後
ま
も
な
く

池
袋
駅
の
東
西
に
は
複
数
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
乱
立
す
る
ヤ
ミ
市
が
形

成
さ
れ
た
。

〔
池
袋
西
口
に
―
引
用
者
注
〕
最
も
大
規
模
な
ヤ
ミ
市
が
発
生

し
た
の
は
豊
島
師
範
学
校
の
焼
け
跡
で
、
元
都
議
会
議
員
を
は

じ
め
複
数
の
主
体
が
同
地
の
使
用
許
可
を
願
い
出
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
建
設
が
進
ん
だ
。
豊
島
師

範
学
校
の
土
地
は
一
九
四
八
年
三
月
末
ま
で
と
い
う
使
用
期
限

つ
き
で
借
地
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
期
限
が
来
て
も
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
立
ち
退
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
六
二
年
末

ま
で
に
ヤ
ミ
市
は
整
理
さ
れ
た
。（
石
榑
督
和
「
食
料
品
・
飲
屋

を
中
心
に
、
東
口
・
西
口
駅
前
に
広
が
る
」『
東
京
人
』
第
三
五

八
号
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
二
六
頁
）

東
口
の
ヤ
ミ
市
は
区
画
整
理
に
よ
っ
て
一
九
五
二
年
末
ま
で
に
解

体
さ
れ
た
が
、
西
口
で
は
一
九
六
二
年
末
ま
で
存
続
し
て
い
た
。
一

九
七
〇
年
、
豊
島
師
範
学
校
跡
地
に
池
袋
西
口
公
園
が
開
園
し
た
も

の
の
、
ヤ
ミ
市
の
時
代
を
引
き
ず
る
よ
う
な
雰
囲
気
は
長
く
残
っ
て

い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
一
九
九
〇
年
の
東
京
芸
術
劇
場
開
館
に
と
も

な
っ
て
劇
場
と
一
体
的
に
公
園
も
再
整
備
さ
れ
た
。

し
か
し
、
池
袋
西
口
公
園
は
、
石
田
衣
良
の
小
説
「
池
袋
ウ
エ
ス

ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
」（
一
九
九
七
年
～
。
二
〇
〇
〇
年
に
宮
藤
官
九
郎
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脚
本
で
ド
ラ
マ
化
）
で
良
く
も
悪
く
も
有
名
に
な
り
、
ま
た
「
ナ
ン

パ
広
場
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
若
者
の
た
ま
り
場
と
な
る
。
そ
う
し
た

負
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
べ
く
、
豊
島
区
制
施
行
七
十
周
年
に
あ
た

る
二
〇
〇
二
年
、
地
元
の
商
工
団
体
や
住
民
有
志
か
ら
な
る
「
元
気

な
豊
島
を
つ
く
る
会
」
が
寄
付
を
募
っ
て
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
併
設
し

た
（
二
〇
〇
四
年
に
は
開
閉
式
ル
ー
フ
を
設
置
）。
す
で
に
池
袋
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
た
が
、
従
来
に
も
増
し
て
、

こ
の
ス
テ
ー
ジ
と
広
場
を
活
用
し
た
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
ほ
ぼ

毎
月
、
週
末
に
な
る
と
行
わ
れ
、
定
着
し
て
い
く
。
駅
前
と
い
う
好

立
地
も
相
俟
っ
て
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
群
が
池
袋
西
口
の
活
性
化
と

地
域
連
携
の
一
つ
の
核
と
し
て
機
能
し
て
き
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
１
。本

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
池
袋
西
口
公
園
と
い
う
〈
場
〉
に
蓄

積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
固
な
基
盤
と
な
り
、
豊

島
区
観
光
協
会
（
齊
木
勝
好
会
長
）、
池
袋
西
口
商
店
街
連
合
会
（
谷

口
政
隆
会
長
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
（
石
森
宏

理
事
長
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
協
議
会
（
柳
田
好
史
代

表
理
事
）
な
ど
地
元
の
諸
団
体
、
企
業
、
商
店
街
、
町
会
等
の
理
解

と
協
力
に
よ
っ
て
、
構
想
・
準
備
段
階
か
ら
開
催
ま
で
を
完
遂
で
き

た
の
で
あ
る
。

そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
豊
島
立
教
会
を
中
心
と
す
る
立
教
大

学
校
友
会
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
池
袋
界
隈
に
は
、
立

教
大
学
の
卒
業
生
が
数
多
く
居
住
し
、
ま
た
商
店
や
事
業
を
営
ん
で

い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
齊
木
勝
好
氏
を
筆
頭
に
地
域
を
つ
な
ぐ
鍵
と

な
る
人
び
と
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
委
員
会
に
名
を
連
ね
、
警

察
や
消
防
等
も
含
め
た
地
域
と
の
一
体
的
な
協
力
体
制
を
構
築
し
え

た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
大

学
と
地
域
の
関
係
の
線
上
に
あ
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
こ
う
。
一
九

一
八
年
の
池
袋
移
転
い
ら
い
、
立
教
大
学
が
い
か
に
池
袋
の
ま
ち
と

関
わ
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
池
袋
の
ま
ち
と
、
立
教
大

学
」（『
東
京
人
』
第
三
一
八
号
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
増
刊
）
に
ま

と
め
た
こ
と
が
あ
る
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
と
く
に
、
学
部

ご
と
の
個
々
の
ゼ
ミ
に
よ
る
草
の
根
的
な
地
域
活
動
が
果
た
し
て
き

た
役
割
は
大
き
い
。
二
〇
一
四
年
か
ら
は
立
教
大
学
と
東
京
芸
術
劇

場
に
よ
る
連
携
事
業
「
池
袋
学
」
を
開
講
し
て
い
る
が
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
学
と
劇
場
を
軸
に
し
な
が
ら
、
地
域
と
の
積
極
的

な
協
働
に
よ
る
住
民
参
加
型
の
地
域
学
の
可
能
性
を
模
索
す
る
た
め

の
実
践
的
な
試
み
で
も
あ
っ
た
。

か
つ
て
大
規
模
な
ヤ
ミ
市
が
存
在
し
、
繁
華
街
形
成
の
活
力
の
源

泉
と
な
っ
た
空
間
で
、
ヤ
ミ
市
を
テ
ー
マ
に
池
袋
の
戦
後
史
を
め
ぐ

る
本
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
の
意
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義
と
必
然
性
に
も
関
わ
る
重
要
な
条
件
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
イ

ベ
ン
ト
は
東
京
芸
術
劇
場
の
展
示
の
補
助
的
な
位
置
づ
け
で
、
展
示

会
場
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
べ
く
構
想
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
池
袋
西
口
公
園
と
い
う
〈
場
〉
の
歴
史
的
背
景
を
ふ

ま
え
て
現
在
の
池
袋
の
活
況
を
再
考
す
る
と
い
う
精
神
的
支
柱
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
、
と
い
っ
て
も
い
い
。

以
上
縷
述
し
た
よ
う
に
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
従
来
か
ら
の
池
袋
西

口
公
園
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た
地
域
連
携
の
蓄
積
、
池
袋
に

お
け
る
立
教
大
学
の
校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
立
教
大
学
と
地
域
と
の

関
わ
り
、
そ
し
て
ヤ
ミ
市
と
い
う
土
地
の
記
憶
に
向
き
あ
う
歴
史
的

意
義
と
い
っ
た
複
数
の
前
提
の
上
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
　
構
想
か
ら
実
現
ま
で

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
渡
辺
憲
司
実
行
委
員
長
（
立
教
大
学
名
誉

教
授
、
自
由
学
園
最
高
学
部
長
）
の
も
と
で
事
務
局
を
立
教
大
学
が

担
い
、
同
大
学
総
長
室
教
学
連
携
課
（
当
時
）
の
近
藤
泰
樹
主
幹
が

事
務
局
長
と
し
て
全
体
を
統
括
し
た
。
構
想
当
初
か
ら
前
述
の
展
示

と
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
二
本
柱
は
決
ま
っ
て
お
り
、
二
つ
の
チ
ー
ム

（
展
示
チ
ー
ム
主
幹
・
石
川
巧
立
教
大
学
文
学
部
教
授
／
イ
ベ
ン
ト

チ
ー
ム
主
幹
・
飯
島
匡
夫
立
教
学
院
理
事
）
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

運
営
を
行
っ
た
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
石
川
教
授
と
近
藤
主
幹
が
、
新

文
芸
坐
と
池
袋
演
芸
場
と
の
連
携
は
主
に
渡
辺
実
行
委
員
長
と
イ
ベ

ン
ト
チ
ー
ム
が
折
衝
に
あ
た
っ
た
）。
会
計
と
広
報
を
小
林
俊
史
氏

（
株
式
会
社
創
発
と
し
ま
）
が
担
当
し
、
地
域
と
の
緊
密
な
連
携
体
制

を
敷
い
た
（
な
お
、
後
藤
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
事
務
局
補
佐
と

イ
ベ
ン
ト
チ
ー
ム
の
事
務
局
を
担
っ
た
）。

以
下
、
本
節
で
は
、
本
イ
ベ
ン
ト
実
現
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
チ
ー
ム

の
動
き
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
。

イ
ベ
ン
ト
チ
ー
ム
は
、
第
一
回
分
科
会
を
二
〇
一
五
年
二
月
三
日

に
行
い
、
毎
月
一
回
程
度
の
定
例
会
議
を
通
し
て
議
論
を
深
め
て

い
っ
た
。
当
初
は
池
袋
西
口
公
園
内
で
の
ヤ
ミ
市
の
忠
実
な
再
現
を

め
ざ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
バ
ラ
ッ
ク
を
模
し
た
店
舗
（
テ
ン
ト
）

の
装
飾
や
会
場
全
体
の
装
置
設
営
等
に
膨
大
な
経
費
が
見
込
ま
れ
た

た
め
、
規
模
を
縮
小
し
、
ふ
だ
ん
池
袋
西
口
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
と
同
様
の
形
態
で
、
二
十
張
を
目
安
に
飲
食
店
等
の
テ
ン

ト
を
設
営
す
る
こ
と
と
し
た
（
会
場
統
括
・
オ
フ
ィ
ス
田
中
）。

そ
ん
な
中
、
立
教
大
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、
渡
辺
実
行
委
員
長
の

ゼ
ミ
生
で
も
あ
っ
た
（
！
）
ホ
ッ
ピ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
の
石

渡
美
奈
社
長
の
賛
同
を
得
、
特
別
協
賛
企
業
と
し
て
同
社
の
参
画
が

決
ま
っ
た
。
一
九
四
八
年
に
東
京
の
赤
坂
で
生
ま
れ
た
ホ
ッ
ピ
ー
は

ヤ
ミ
市
の
時
代
に
焼
酎
割
り
と
し
て
人
び
と
に
愛
さ
れ
、
都
市
の
復

興
と
生
活
の
再
建
を
め
ざ
す
大
衆
を
支
え
た
飲
み
物
で
あ
る
。
同
社
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社
員
の
名
刺
に
は
、
ヤ
ミ
市
へ
の
思
い
と
戦
後
復
興
に
対
す
る
石
渡

光
一
会
長
の
言
葉
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
戦
後
／
ヤ
ミ
市
を

象
徴
す
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
意
図
に
も
か

な
う
も
の
で
あ
り
、
ハ
ー
ド
面
か
ら
の
ヤ
ミ
市
再
現
で
は
な
く
、
ソ

フ
ト
面
か
ら
、
池
袋
西
口
公
園
に
お
け
る
ヤ
ミ
市
の
表
象
の
支
柱
的

役
割
を
ホ
ッ
ピ
ー
が
担
う
こ
と
と
な
る
。

「
ヤ
ミ
市
風
〝
自
由
市
場
〟
池
袋
西
口
ホ
ッ
ピ
ー
祭
り
」
と
銘
打

ち
、
池
袋
西
口
商
店
街
連
合
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進

協
議
会
、
ホ
ッ
ピ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
等
の
協
力
で
、
池
袋
界

隈
の
商
店
・
団
体
を
中
心
に
出
店
者
を
募
っ
た
。
ま
た
池
袋
の
ヤ
ミ

市
が
鉄
道
各
社
に
よ
る
農
村
地
帯
か
ら
の
物
資
運
搬
等
に
支
え
ら
れ

た
こ
と
に
鑑
み
、
豊
島
区
の
友
好
都
市

―
と
く
に
埼
玉
県
下
の
自

治
体
に
も
豊
島
区
観
光
協
会
を
通
じ
て
参
加
を
呼
び
か
け
た
２
。
出

店
者
の
募
集
、
そ
の
後
の
テ
ン
ト
の
意
匠
や
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
な
ど

実
証
的
な
根
拠
を
求
め
る
上
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
指
標
で

も
あ
っ
た
星
野
朗
・
松
平
誠
「
池
袋
「
や
み
市
」
の
実
態

―
第
２

次
世
界
大
戦
後
の
戦
災
復
興
マ
ー
ケ
ッ
ト
」（『
応
用
社
会
学
研
究
』

第
二
十
五
号
、
一
九
八
四
年
）
か
ら
得
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ

と
も
言
い
添
え
て
お
く
（
た
と
え
ば
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
際
、
星
野
・
松
平
論
に
よ
っ
て
池
袋
西
口
の
ヤ
ミ
市
に
マ
ッ

サ
ー
ジ
店
が
一
軒
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
）。

池
袋
西
口
公
園
内
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
音
楽
に
よ
る
に
ぎ
わ

い
の
演
出
を
計
画
し
た
。

ひ
と
つ
は
、
豊
島
立
教
会
前
会
長
の
重
原
康
孝
氏
、
池
袋
を
中
心

に
音
楽
活
動
を
展
開
す
る
有
田
み
の
る
氏
が
中
心
と
な
り
、
戦
後
を

彷
彿
さ
せ
る
多
ジ
ャ
ン
ル
の
バ
ン
ド
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
た

「
池
袋
昭
和
懐
メ
ロ
ス
テ
ー
ジ
」
で
あ
る
。
け
っ
し
て
潤
沢
と
は
い
え

な
い
予
算
の
中
で
、
両
氏
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
出
演
者
の
充

実
を
図
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
バ
ン
ド
演
奏
と
併
せ
て
提
案
さ
れ
た
の
が
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
で
あ
る
。
戦
後
ま
も
な
い
一
九
四
六
年
一
月
、
日
本
放
送

協
会
が
素
人
参
加
の
音
楽
番
組
と
し
て
「
の
ど
自
慢
素
人
音
楽
会
」

の
ラ
ジ
オ
放
送
を
開
始
し
た
。
現
在
も
続
く
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

の
原
点
で
あ
る
。
か
つ
て
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
芸
能
局
長
の
吉
川
義
雄
氏
は

「
抑
圧
さ
れ
、
食
糧
飢
餓
の
国
民
に
、
な
に
が
し
か
の
演
歌
調
の
唄
が

歌
え
る
こ
と
が
唯
一
の
灯
と
な
っ
た
」（「
お
釈
迦
さ
ま
で
も
」『
悲
劇

喜
劇
』
一
九
七
五
年
二
月
）
と
述
べ
て
い
た
。
こ
こ
に
戦
後
大
衆
文

化
の
一
つ
の
息
吹
き
を
見
い
だ
し
、
歌
を
通
し
た
戦
後
文
化
の
表
象

と
大
衆
参
加
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
企
画
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
池
袋
西
口
公
園
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
立
教
大
学
の
校
友
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
渡
辺
実
行

委
員
長
と
縁
の
深
か
っ
た
株
式
会
社
シ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
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加
藤
伸
司
社
長
、
メ
ロ
・
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
の
町
田
佳
昭
社
長
に

協
力
を
仰
ぎ
、
二
社
が
特
別
協
賛
企
業
と
し
て
加
わ
る
こ
と
と
な
っ

た
（
の
ち
に
株
式
会
社
第
一
興
商
、
一
般
社
団
法
人
日
本
音
楽
健
康

協
会
も
参
画
）。
さ
ら
に
、
加
藤
氏
と
町
田
氏
の
仲
介
で
〝
日
本
で
唯

一
の
カ
ラ
オ
ケ
評
論
家
〟
で
あ
る
唯
野
奈
津
実
氏
に
大
会
運
営
と
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
委
託
。
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
）
以
前
に

発
表
さ
れ
た
「
昭
和
歌
謡
」
限
定
の
素
人
カ
ラ
オ
ケ
大
会
「
池
袋
昭

和
歌
謡
の
ど
自
慢
２
０
１
５
」
と
し
て
、
池
袋
西
口
公
園
で
初
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
を
実
現
す
べ
く
、
本
格
的
に
始
動
し
た
の
で
あ
る
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
以
上
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
が
、
い
ず
れ
も
地
域

お
よ
び
立
教
大
学
校
友
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
基
盤
と
な
っ
て
い

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
予
定
時
期
が
池

袋
西
口
公
園
で
の
別
の
イ
ベ
ン
ト
と
近
接
し
て
い
た
た
め
、
公
園
使

用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
区
や
地
元
団
体
と
の
意
思
疎
通
、

情
報
共
有
に
齟
齬
を
来
す
場
面
も
あ
っ
た
が
、
実
行
委
員
の
理
解
と

協
力
で
解
決
策
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
。
多
く
の
団
体
・
機
関
が
関

わ
る
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
大
学
が
主
体
的
に
参
画
す
る
場
合
、
各
方
面

と
の
密
な
連
携
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

三
　
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

九
月
十
八
日
に
幕
を
あ
け
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
時
折
雨
に
見
舞
わ

れ
た
も
の
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
三
日
間
で
約
二
万
人
（
推
定
。
通
過

者
含
）
の
来
場
者
を
数
え
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

池
袋
西
口
公
園
の
「
ヤ
ミ
市
風
〝
自
由
市
場
〟
池
袋
西
口
ホ
ッ

ピ
ー
祭
り
」
で
は
、
飲
食
物
や
衣
料
品
、
雑
貨
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
出
店
者
が
実
行
委
員
会
の
本
部
テ
ン
ト
を
含
め
て
十
七
店
舗
集
ま

り
（
表
①
参
照
）、
本
部
で
も
、
立
教
大
学
第
一
食
堂
の
協
力
に
よ
る

す
い
と
ん
の
販
売
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
サ
ク
マ
ド
ロ
ッ
プ

豊島区観光協会 インフォメーション
えんがわ 芋煮、玉こんにゃく、串焼き
あすなろ農園 無農薬野菜、米等
タイ田舎料理　クンヤー タイ料理
ラテン大和 ブラジリアンソーセージ
Labotホールディングス 鶏ステーキ

ホッピービバレッジ ホッピー、オリジナルカク
テル、駄菓子等

甘美屋商店 フランクフルト、揚げ物各種等
美好屋 海鮮焼き、リンゴ飴、卵焼き
手造りおにぎり「吾ん田」 おにぎり、カレー等
三金（東松山市） 焼き鳥
みそぽてと本舗（秩父市） みそぽてと
川越物産（川越市） たこ焼き、お好み焼き、焼きそば
NPO法人日本ファイバーリ
サイクル連帯協議会（JFSA）古着

みのや堂 雑貨
い～ずはんど マッサージ、桑茶
実行委員会本部 すいとん

表①　ヤミ市風“自由市場”
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ス
の
制
作
と
い
っ
た
工
夫
を
凝
ら
し
、
売
り
子
の
学
生
が
モ
ン
ペ
と

ブ
ラ
ウ
ス
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
戦
後
の
雰
囲
気
を
表
現
す
る
こ
と

に
努
め
た
。

そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
ホ
ッ
ピ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式

会
社
の
ブ
ー
ス
で
あ
る
。
樽
詰
め
の
ホ
ッ
ピ
ー
や
本
イ
ベ
ン
ト
仕
様

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
の
ホ
ッ
ピ
ー
、
江
戸
川
乱
歩
の
没
後
五
十
年

記
念
の
限
定
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
「
黄
金
仮
面
」
を
販
売
。
開
催

期
間
中
に
石
渡
美
奈
社
長
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
看
板
娘
ホ
ッ
ピ
ー
ミ
ー

ナH
oppy H

appy B
ar

」（
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
）
の
公
開
収
録
（
渡
辺
実

行
委
員
長
が
ゲ
ス
ト
出
演
）
を
行
う
な
ど
、
社
を
挙
げ
て
の
販
売
・

広
報
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
全
体
が
力
強
く
推
進
さ
れ
た
。

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
九
月
十
八
・
十
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
「
池
袋
昭
和
懐
メ
ロ
ス
テ
ー
ジ
」
が
催
さ
れ
、
歌
謡
曲
、
オ
ー
ル

デ
ィ
ー
ズ
、
ジ
ャ
ズ
、
カ
ン
ト
リ
ー
、
ブ
ル
ー
ス
な
ど
の
バ
ン
ド
演

奏
等
を
行
っ
た
（
表
②
参
照
）。
池
袋
西
口
公
園
で
は
毎
年
、
池
袋

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
池
袋
フ
ォ
ー
ク
＆
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
い
っ
た
住
民
参
加
型
の
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
常
連
バ
ン
ド
な
ど
の
出
演
も
地
域
と
の
連
帯
感
を
生
む
大

き
な
援
け
と
な
っ
た
。

最
終
日
の
九
月
二
十
日
に
終
日
行
わ
れ
た
「
池
袋
昭
和
歌
謡
の
ど

自
慢
２
０
１
５
」
に
は
、
定
員
八
十
組
の
と
こ
ろ
に
百
六
十
三
組
の

応
募
が
あ
り
、
五
歳
か
ら
八
十
八
歳
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
出
場
者

が
選
考
さ
れ
た
。
最
年
長
の
女
性
出
場
者
（
豊
島
区
在
住
）
に
よ
る

「
岸
壁
の
母
」（
二
葉
百
合
子
）
は
ま
さ
に
戦
後
を
想
起
さ
せ
る
も
の

で
、
朗
々
た
る
歌
声
が
池
袋
の
ま
ち
に
響
き
わ
た
っ
た
。
優
勝
者
は

「
聖
母
た
ち
の
ラ
ラ
バ
イ
」（
岩
崎
宏
美
）
を
歌
っ
た
小
学
四
年
生
の

男
子
。
圧
倒
的
な
歌
唱
力
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。
昭
和
歌
謡
と
い
う

制
約
が
、
歌
に
よ
る
時
代
の
継
承
と
と
も
に
、
む
し
ろ
一
体
感
を
演

出
す
る
効
果
を
上
げ
、〈
池
袋
（
西
口
公
園
）
―
カ
ラ
オ
ケ
―
昭
和
歌

謡
〉
と
い
う
要
素
の
親
和
性
の
高
さ
に
も
気
づ
か
さ
れ
た
。
地
元
企

業
・
商
店
等
か
ら
多
数
の
賞
品
提
供
を
受
け
、
出
場
者
全
員
を
表
彰

で
き
る
仕
掛
け
を
つ
く
る
な
ど
、
数
多
く
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
運
営

し
て
き
た
実
績
を
も
つ
唯
野
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
大
会
は
成
功
を

９月18日（金）
キミソラ（ブルース）
Ehko（昭和歌謡）
KHAMSHIN カムシン
（オールディーズ）
９月19日（土）
You-Yu Bounce
（ジャズ／ポップス）
塩谷晃とコナ・アイランダース
（ハワイアン）
東京シネパラダイスオーケストラ
（昭和歌謡）
高橋依歩（タップダンス）
やなかもなか（アイドル）＆谷名
寛二郎（ファンク）＆イッツ
フォーリーズ（ロック）
加藤町会長バンド
（カントリーウエスタン）

表②　池袋懐メロステージ
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収
め
、
池
袋
西
口
公
園
と
い
う
〈
場
〉
に
新
た
な
可
能
性
を
提
示
し

え
た
と
い
っ
て
よ
い
。

本
イ
ベ
ン
ト
全
体
を
通
し
て
、
実
行
委
員
を
中
心
に
地
元
の
有
志

や
立
教
大
学
の
総
務
課
、
教
学
連
携
課
か
ら
人
員
の
応
援
も
得
、
概

ね
大
過
な
く
全
日
程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
代
の
都
市
に
お
け
る
〝
祭
り
〟
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
が
担
っ
た

の
は
、
単
な
る
賑
や
か
し
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
渡
辺
実
行
委
員

長
が
開
会
宣
言
で
ふ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
根
底
に

あ
っ
た
の
は
、
平
和
へ
の
祈
り
で
あ
る
。
老
若
男
女
が
広
場
に
集
い
、

お
い
し
い
食
べ
物
、
飲
み
物
を
味
わ
い
な
が
ら
、
歌
や
音
楽
に
身
を

ゆ
だ
ね
る

―
そ
う
し
た
楽
し
さ
が
叶
う
こ
と
へ
の
感
謝
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
享
受
し
て
い
る
こ
の
時
間
を
、
次
の
世

代
、
未
来
に
も
継
承
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
志
の
表
明
で
も
あ
っ

た
。
土
地
に
宿
る
記
憶
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
過
去
を
直
視
し
、
私
た
ち

が
生
き
る
現
在
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
歴
史
や
文
化
を
捉
え
な
お
す

こ
と
、
そ
こ
か
ら
未
来
を
模
索
す
る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が

―
重
言

な
が
ら

―
か
つ
て
ヤ
ミ
市
が
存
在
し
た
池
袋
西
口
公
園
と
い
う

〈
場
〉
で
、
戦
後
／
ヤ
ミ
市
を
表
象
す
る
諸
要
素
を
と
り
入
れ
た
本
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
の
本
質
的
な
意
義
に
他
な
ら
な
い
。

歴
史
を
考
え
る
こ
と
は
〈
他
者
〉
と
出
会
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
後

の
記
憶
を
〈
自
己
〉
と
し
て
有
す
る
世
代
と
、
す
で
に
歴
史
化
（
＝

他
者
化
）
さ
れ
て
い
る
世
代
が
邂
逅
し
え
た
の
が
、
本
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
戦
後
七
十
年
と
い
う
時
間
は
、

戦
後
池
袋
と
い
う
歴
史
を
〈
自
己
／
他
者
〉
と
し
て
捉
え
る
人
び
と

が
交
差
す
る
地
平
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

お
わ
り
に

本
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
、
各
関
係
者
か
ら
「
来
年
は
ど
う
す
る
の

か
」、「
来
年
以
降
も
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ

た
。
そ
れ
自
体
が
本
イ
ベ
ン
ト
、
ひ
い
て
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

功
の
証
左
で
も
あ
っ
た
と
ひ
と
ま
ず
は
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
今
回
は
「
戦
後
七
十
年
企
画
」
と
い
う
旗
の
も
と
、
大

学
と
し
て
の
教
育
研
究
的
意
義
を
一
つ
の
基
盤
に
立
ち
上
げ
た
単
年

の
限
定
企
画
だ
っ
た
た
め
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
性
や
こ
れ
に
類
し

た
取
り
組
み
へ
の
立
教
大
学
の
主
体
的
な
関
わ
り
等
に
つ
い
て
は
今

後
の
検
討
が
望
ま
れ
る
。
池
袋
西
口
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
群
と
同
様
、
単
発
に
終
わ
ら
な
い
仕
掛
け
を
考
え
、
連
続
性
を
担

保
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
ど
う
か
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
通

し
て
地
元
か
ら
大
学
へ
の
期
待
の
高
さ
を
改
め
て
確
認
し
た
が
、
そ

の
声
を
汲
み
と
り
、
応
え
る
上
で
、
大
学
内
部
の
池
袋
西
口
公
園
に

対
す
る
意
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
等
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
な
ど
も
大
き

な
課
題
と
し
て
残
る
。
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と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
池
袋
西
口
公
園
で
の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等

に
立
教
大
学
が
主
体
と
な
っ
て

0

0

0

0

0

0

関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

声
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
点
に
鑑
み
れ
ば
、
立
教
大
学
が
つ
な
ぎ
手

と
し
て
機
能
し
、
地
域
の
持
つ
多
彩
な
リ
ソ
ー
ス
を
横
断
的
に
連
結

し
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
学
が
足
場
を
置
く
地
元
に
対
し
て
よ
り
積

極
的
に
自
ら
関
わ
り
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し

て
い
く
た
め
の
新
手
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
〇
一
八
年
の
池
袋
移
転
百
年
と
い
う
節
目
を
間
近
に
控
え
、
立

教
大
学
が
地
域
と
と
も
に
あ
る
た
め
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
示
し

た
地
域
連
携
の
一
つ
の
道
筋
を
い
か
に
次
に
つ
な
げ
て
い
く
か
。
そ

の
際
、
池
袋
西
口
公
園
と
い
う
〈
場
〉
の
意
味
を
改
め
て
考
え
る
必

要
も
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
飛
び
地
と
し
て
学
園
祭
を
展
開
し
て
も

い
い
。
イ
ベ
ン
ト
の
類
だ
け
で
な
く
、
足
も
と
の
社
会
連
携
教
育
の

場

―
第
二
の
キ
ャ
ン
パ
ス

―
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
提
案
も

有
効
だ
ろ
う
３
。
立
教
大
学
の
学
生
が
通
学
路
と
し
て
池
袋
西
口
公

園
を
通
り
、
日
常
的
な
愛
着
を
も
ち
う
る
よ
う
な
環
境
整
備
や
関
係

づ
く
り
も
望
ま
れ
る
。
東
京
芸
術
劇
場
と
の
連
携
も
不
可
欠
だ
。

本
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
よ
る
地
域
と
の
協
働
を
通
し
て
、
池
袋
西

口
公
園
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
群
は
、
池
袋
西
口
と
い
う
地
域
自
身
が

内
発
的
な
連
携
と
発
展
を
志
向
す
る
た
め
の
重
要
か
つ
不
可
欠
な
手

段
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
思
わ
さ
れ
た
。
ヤ
ミ
市
の
時
代
か

ら
、
否
、
そ
れ
以
前
の
学
校
が
建
ち
並
ぶ
時
代
か
ら
、
こ
の
空
間
は

つ
ね
に
大
勢
の
人
が
集
う
〈
場
〉
で
あ
っ
た
。
ヤ
ミ
市
が
撤
去
さ
れ

て
、
や
が
て
池
袋
西
口
公
園
が
で
き
た
も
の
の
、
当
初
は
空
き
地
が

多
く
、
薄
暗
い
雰
囲
気
だ
っ
た
と
も
聞
く
。
そ
う
し
た
状
況
を
打
開

し
、
ふ
た
た
び
人
が
行
き
交
い
、
集
ま
る
場
所
に
し
よ
う
と
い
う
願

い
が
、
池
袋
西
口
公
園
の
再
整
備
で
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
の
設
置
で
あ

り
、
数
多
の
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
も
な
お
、
先

行
／
現
行
世
代
に
よ
っ
て
、
池
袋
西
口
公
園
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
。
池
袋
西
口
公
園
と
い
う
〈
場
〉
は
、
地
域
を
め

ぐ
る
知
恵
と
思
索
の
集
積
さ
れ
た
空
間
で
も
あ
り
、
そ
こ
と
向
き
あ

い
続
け
る
こ
と
が
、
池
袋
（
西
口
）
を
生
き
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

池
袋
の
中
に
住
む
人
だ
け
で
な
く
、
外
か
ら
来
る
人
、
通
り
過
ぎ

て
い
く
人
た
ち
も
共
に
集
い
、
そ
の
環
境
を
享
受
し
、
あ
る
い
は
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
〈
場
〉
を
形
成
す
る
。
そ
の
と
き
、
立
教
大
学
が

地
域
に
果
た
す
役
割
も
ま
た
新
た
に
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。【

注
】

１
　
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た
池
袋
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
連
携
の
歩
み
に
つ
い

て
は
、
齊
木
勝
好
『
池
袋
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
と
地
域
連
携
～
池
袋
人
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に
よ
る
池
袋
ら
し
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
何
か
～
』（
私
家
版
、
二
〇
一
〇

年
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
七
月
十
日
に
立
教
大
学
で
開

催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「〝
西
池
袋
〟
を
刺
激
す
る
！part 2

―
豊
島
区
制
施

行
80
周
年
で
西
口
公
園
が
変
わ
る
―
」（
立
教
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
主
催
）
の

席
上
、
高
野
之
夫
豊
島
区
長
は
「
豊
島
区
で
は
年
間
２
０
０
を
超
え
る
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
が
、
と
く
に
池
袋
西
口
が
そ
の
中
心
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
単
独
で
は
一
過
性
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
が
連
続
性
、
さ
ら
に
一
貫
性
を
持
て
る
よ
う
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
で
、
意

味
を
も
つ
よ
う
に
し
た
い
。
池
袋
に
行
く
と
い
る
も
何
か
や
っ
て
い
る
、
新
し

い
発
見
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
ま
ち
の
魅
力
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」（『E

co 

O
pera!  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
「〝
西
池
袋
〟
を
刺
激
す
る
！Part 2

―
豊
島

区
制
施
行
80
周
年
で
西
口
公
園
が
変
わ
る
―
」』
立
教
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
、

二
〇
一
三
年
）
と
述
べ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
八
月
に
池
袋
西
口
公
園
の
利
用

法
と
運
営
に
つ
い
て
研
究
す
べ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り

の
メ
ン
バ
ー
が
「
劇
場
広
場
研
究
会
」
を
発
足
し
、
公
園
周
辺
の
地
元
住
民
、

商
店
、
企
業
、
大
学
、
劇
場
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
所
属
す
る
有
志
の
参
加
を
得
て
毎

月
定
例
で
開
催
、
池
袋
西
口
公
園
の
運
営
に
関
す
る
議
論
が
深
ま
っ
た
。
そ
う

し
た
動
き
を
背
景
に
、
前
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
と
し
て
、
立
教
大
学
も

参
画
す
る
「
西
池
袋
み
ど
り
の
ア
ー
ト
カ
フ
ェ
」（
正
式
名
称
・
豊
島
区
立
池

袋
西
口
公
園
の
多
目
的
活
用
に
関
す
る
社
会
実
験
）
が
二
〇
一
二
年
九
月
に

は
じ
ま
り
、
地
域
に
根
ざ
す
複
数
の
主
体
が
連
携
し
て
公
園
を
運
営
す
る
取

り
組
み
を
展
開
、
新
た
な
企
画
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
一
連
の
経
緯
と
詳
細
は

前
掲
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
に
収
録
さ
れ
た
小
林
俊
史
「
池
袋
西
口
公
園
に

お
け
る
社
会
実
験

―
西
池
袋
み
ど
り
の
ア
ー
ト
カ
フ
ェ
を
中
心
に
」
を
参

照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
二
〇
一
六
年
四
月
、
地
元
商
店
街
・
町
会
・
企
業
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
か
ら
な
る
「
池
袋
西
口
公
園
活
用
協
議
会
」（http:// iw

gp-m
anagem

en 

t.com

）
が
、
豊
島
区
と
公
民
連
携
し
た
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
池

袋
西
口
公
園
と
い
う
公
共
空
間
の
新
し
い
価
値
創
造
や
運
営
を
め
ざ
す
取
り

組
み
を
は
じ
め
た
こ
と
も
特
記
し
て
お
き
た
い
。

２
　
出
店
者
の
募
集
段
階
で
は
、
当
初
見
込
ん
で
い
た
店
舗
数
が
埋
ま
ら
な
い

と
い
う
事
態
も
あ
っ
た
。
従
来
池
袋
西
口
公
園
の
イ
ベ
ン
ト
に
繁
く
参
加
し

て
い
た
坂
下
通
り
商
店
街
の
商
店
が
近
年
相
次
い
で
閉
店
し
た
こ
と
も
少
な
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か
ら
ず
影
響
し
た
よ
う
だ
が
、
商
店
街
の
現
状
と
い
う
地
域
課
題
の
一
端
が

垣
間
見
え
た
。
こ
れ
は
本
稿
の
任
も
筆
者
の
力
量
も
遥
か
に
こ
え
る
が
、
地
域

に
出
る
こ
と
で
し
か
、
そ
の
地
域
の
抱
え
る
先
端
的
な
課
題
は
発
見
で
き
な

い
と
い
う
学
び
で
も
あ
っ
た
。

３
　
注
１
掲
出
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
西
原
廉
太
副
総
長
（
当
時
）
の
コ
メ

ン
ト
（
前
掲
報
告
書
、
二
〇
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

［
付
記
］
本
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
稿
に
お
名
前
を
挙
げ
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
方
々
も
含
め
て
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
、
ひ
い
て
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
立
教
大
学
社
会
学
部
教
育
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）


